
【学位授与の方針 （Diploma Policy）】
歴史資料の特性や扱い方に関する知識を有し、資料を解読して情報を正しく接合させ、合理的推理に基づいて歴史像を構築することができる。

古代から近現代に至る日本の歴史文化の変遷について、正確に理解し、説明することができる。

日本の伝統的な習俗や社会事象について、その起源や意義を理解し、説明することができる。

地域の伝統的文化遺産や歴史的個性に深い敬意を持ち、的確な判断の下にその保存や活用に貢献できる。

日本語で表現する機会においては、他者と良好な関係を築き、協働して目的を達することができる。

卒業後も、次代への継承を意識しつつ、自ら種々のテーマを設定し、真理を探究するために自律的・創造的に研究・調査できるための資質を身につけている。

･･･1年次配当科目 ･･･2年次配当科目 ･･･2・3年次配当科目 ･･･3年次配当科目 ･･･3・4年次配当科目 ･･･4年次配当科目
◎・・・必修科目　　●・・・選択必修科目　　　無印･･･選択科目　　　▲・・・自由科目（卒業要件外科目）
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◎歴史文化学入門

◎現代と歴史文化

◎古文書読解入門

◎宗教学概論

◎民俗学概論

◎ 古代中世史概説

◎近世史概説

◎近現代史概説

考古学概論

◎踏査基礎演習

東洋史概説

西洋史概説

社会学概論

●古代史料講読

● 中世史料講読

●織豊期史料講読Ⅰ

●織豊期史料講読Ⅱ

●近世史料講読Ⅰ

●近世史料講読Ⅱ

● 近代史料講読Ⅰ

● 近代史料講読Ⅱ

●現代史料講読

●宗教史料講読Ⅰ

●宗教史料講読Ⅱ

●民俗資料講読Ⅰ

●民俗資料講読Ⅱ

●日本思想史

● 祭祀と信仰

●考古学調査法

◎キャリア形成

標準古文書読解法

金石文調査法

尾張三河戦国史論

尾張三河と織豊政権

近世史特論

近代史特論

郷土の民俗特論

宗教文化特論

書道Ⅰ
書道Ⅱ

書道Ⅲ

日本文化史

文化人類学

近代社会の形成と東アジア

民俗芸能論

歴史地理学

戦国織豊城館論

歴史資料と博物館

博物館概論

自然地理学Ⅰ

自然地理学Ⅱ

地誌Ⅰ

地誌Ⅱ

地域と歴史文化情報

郷土の文学

図書の世界

上代文学を読むⅠ

上代文学を読むⅡ

中古文学を読むⅠ

中古文学を読むⅡ

中世文学を読むⅠ

中世文学を読むⅡ

近世文学を読むⅠ

近世文学を読むⅡ

図書館概論

図書館情報資源概論

書道史Ⅰ

近代文学を読むⅠ

近代文学を読むⅡ

書道史Ⅱ

文字の文化史

書論

書学

コンピュータ活用技術

コンピュータで学ぶ文章作法

コミュニケーション・スキルⅠ

コミュニケーション・スキルⅡ

仕事のコミュニケーション

インターンシップ

海外留学科目

短期海外研修

古文書学
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